
出井 伸之 × 酒田 義矢 対談

１. コロナは第二の隕石、コロナ後も我々の生活を一変させてしまう
酒田社長：出井さん、本日はお忙しいところ、またコロナ禍の状況で対談に応じて頂きありがとうございます。 本日は弊社専務の酒田と共
に有意義なお話ができればと思いますのでどうぞ宜しくお願い致します。

出井さんは最近のお話の中で、「コロナは我々の生活を一変させる第二の隕石だ」と言われていますが、その意味をお教えいただけます
か？

出井会長： 僕は、１９９５年にソニーの社長に任命される2年くらい前に、当時のアメリカ副大統領のアル・ゴアさんの情報スーパーハイウ
ェイ構想という講演を聞いた際に、これはえらいことになる、と思いました。 日本・世界のインフラを一気に変えることになる。 つまり、インタ
ーネットが、太古の時代に恐竜を全滅させた巨大隕石と同じように、人々の生活の大前提を全て覆していくと思いました。 今まで一方通
行だった情報の行き来が双方となる、そこに横ぐしを刺すプラットフォーマー（現在のGAFAの様な企業）が出現するとしたら、IT事業へ
のかじ取りを即行わないとソニーの将来はない、と警笛を鳴らすレポートを会社のトップに提出しました。 このレポートが僕を社長にしたわ
けではないと思いますが、結果2年後に僕が社長となり、プレイステーションビジネスの立ち上げ、ソニー・ピクチャーズのビジネス強化等を
強力に推進しました。それが今のソニーグループの成功の一助になっているのかもしれません。

今、全世界をコロナウイルスが襲っています。働き方、生活様式が一変しています。 インターネットによって個人に権限が大きく移譲され、
国境を越えてすべての情報・モノの動きがボーダーレスになってきた中で、コロナの影響で再度国境が重要視され社会のルールが個人
の生活に大きく影響と制限を与える状況になっている。 すなわち、インターネットが現代の第一の隕石とすると、コロナは第二の隕石では
ないかと考えたわけです。

酒田社長： 今まさに我 も々コロナの影響を受けてビジネスも苦労していますし、お客様との直接の会話も制限されています。 生活にしても
４人以上で飲んではいけないなどコロナ前では考えられなかったことが現実として起こっています。 出井さんはアフターコロナの時代が来
るとしてまた元の生活に我々は戻るとお考えですか？
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